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平成 27年度 日本家族看護学会 国際交流委員会の活動報告 March 06, 2016 

 

委員長 法橋尚宏（神戸大学大学院保健学研究科） 

委 員 本田順子（神戸大学大学院保健学研究科） 

委 員 佐藤奈保（千葉大学大学院看護学研究科） 

委 員 高谷知史（兵庫医療大学看護学部） 

 

1．12th International Family Nursing Conferenceへの会員向け参加ツアーの実施 

1）12th International Family Nursing Conference（平成 27年 8月 18日から 21 日，オーデンセ・

デンマーク）の参加ツアーの実施（39 名が参加） 

2）オプション医療視察の実施（ホスピス SCT，LEV知的障害児サポート組織） 

3）ツアー参加者へのアンケート調査を実施（20通の回答） 

4）12th International Family Nursing Conference の参加報告書を執筆（『看護研究』（医学書院）

に掲載） 

2．アジア圏における家族看護の現状とネットワークに関する意向調査 

1）アジア圏における家族看護のネットワークのニーズを把握するために，アジア圏の大学などを

対象として，インターネット調査を実施（台湾 15，マレーシア 19，韓国 24，香港 4，インドネ

シア 37，中国 15，フィリピン 86，タイ 27，ベトナム 3，カンボジア 2，ブルネイ 3，シンガポ

ール 2，合計 237） 

2）有効回答は 14通（2008年の調査では 325通中 15通） 

3．英語版リーフレット（pdf版を含む）の配布と広報活動 

1）各種国際学会・国際会議での広報活動（英語版リーフレット，学術集会の情報，学会誌の情報

［題目の一覧，学会誌の見本］，Call for paper と投稿規定，別刷り［国際交流委員会の過去の

交際交流活動］，学会オリジナルグッズの配布など） 

4．国際交流委員会の英語版 Webサイトと twitterを活用した国際交流活動 

1）Webサイト（http://www.familynursing.org/jarfn_exchange/e_index.html）と twitter

（http://twitter.jp/jarfn_exchange）を活用した各国との学術交流・情報交流 

2）ニュースレターの発行 

5．『家族看護学研究』を活用した各国との学術交流・情報交流 

1）Call for Papers のチラシの作成・配布 

2）海外からの『家族看護学研究』への投稿推進・補助 

6．各国との学術交流・情報交流，海外からの各種窓口業務 

1）とくに International Family Nursing Association（IFNA）とのアライアンス 

2）International Family Nursing Association（IFNA）への入会案内 

3）アジア圏との交流，連絡協議会の発足に向けての話し合い 

7．その他 

1）国際交流委員会規程の作成 

2）『Journal of Family Nursing（JFN）』と『家族看護学研究』との論文要旨交換の支援 

3）13th International Family Nursing Conference（平成 29年 6月 14日から 17日，スペイン・

パンプローナ）に関する情報収集 

（以上） 


